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1　は　じ　め　に

水稲播種作業における育苗箱運搬作業の省力化を目的と

して，パイプハウス内の播種床に直接作業が可能な手押し

式播種作業機を試作し前報l）で報告したが，この試作機は，

ホッパー容量が32gしかなく床土詰めや覆土作業時には頻

繁な培土の補給が必要となり作業効率が低かった。

そこで，ホッパー容量を大きくし．一定速度で走行が可

能な自走式播種作業機を試作したので報告する。

2　試　験　方　法

（1）自走式播種作業機の試作

試作した播種作業機の仕様は表1のとおりであり，1台

で床土詰め，播種，覆土作業を行うことができる。

車輪幅は138cInであり，120cm幅に並べた育苗箱の外側に

Lアングル等を設置してレールとし，この上を走行させな

がら作業する。プール育苗の場合はプールの枠に用いるL

アングル上を走行させながら作業する（写真1）。

12V小型バッテリー駆動による自走式であり，ホッパー

内の培土員に関係なく常に約9cm／Sの一一一定速度で作業が

可能である。走行速度の調整はできない。

ホッパー下部に位置する播種ローラーを回転させること

で種子，培土を落下させる構造となっている。播種ローラー

の回転も小型バッテリーを動力としており，回転速度を調

整することで容易に落下虫の増減が可能である。

ホッパー容量は約120ゼであり，育苗箱1箱当たりの床

土星を2，000gとした場合，1回の補給で育菌箱60枚程度

の作業が可能である。

走行部と播種口一ラー部の回転は独立しているで．後退

時の作業も可能であり，プールの端で旋回させる必要はな

い。

（2）播種作業行程

播種作業行程は，前報1）で報告した手押し式播種作業機

と同様である。

3　試験結果及び考案

育苗箱1箱当たりの落下種子量を180g（催芽柳重），落

表1試作した自走式播種作業機の仕様
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写真1　プール育苗の枠上を走行
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図1　落下調査位置
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図3　落下培土星調香

下倍－Hl与を400gに設定して種子，培土の落F精度調査を

行った結果，種子，培土ともに落下ムうははとんどみられ

ず．作業精度は良好であった（図1，2，3）。

育苗箱1箱当たりの播種量を180g（催芽籾電），床t

最を2，000g，覆土星を800gとした場合，育苗箱64枚に対

する播種作業時問は16，7分であった（表2）。
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表2　自走式播種作業機の作業時間

作
業
条
件

育苗箱致 （枚） 68
床 土 壷 （g ／育苗箱） 2，000
播 種 量 （g ／育苗箱） 180 （催芽籾重）
覆 土 量 （g ／育苗箱） 800

作
業
時
間

床土詰め 7．3分

播　　 種 2．2分
薬剤確注 2．3分
覆　　 土 4．5分

計 16．3分

4　ま　と　め

試作した自走式播種作業機は，一定速度で作業が可能で

あり作業精度は良好であった。育苗箱1箱当たりの落下種

子星は催芽柳垂で盛大550g程度まで．落下培土虫は最大

650g程度まで調整可能であった。また，ホッパー客員を

120βとしたことにより，手押し式播種作業機の問題点で

あった頻繁な培土補給による作業効率の低下を解消するこ

とができた。しかし，プール育苗に用いる場合において，

農家が一・一般に作成する70－ル幅は2－2．3mであることを

考えれば，今後はこれらに対応できるようにレールを含め

た走行機構，播種機の構造等について検討する必要がある。
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